
　

市
民
団
体
が
自
主
的
に
行
う
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
活
動
や
視
点

を
活
か
し
た
、
魅
力
的
で
個
性
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者

市
民
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
な
ど

▼
助
成
対
象
事
業

▢
ソ
フ
ト
事
業
…
補
助
率
は
½
で
、

上
限
５
万
円
（
ハ
ー
ド
事
業
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
活
動
、
そ

の
他
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
又
は

ま
ち
の
活
性
化
に
資
す
る
と
認
め

ら
れ
る
ソ
フ
ト
事
業
）

▢
ハ
ー
ド
事
業
…
補
助
率
は
¾
で
、

上
限
５
０
０
万
円
（
景
観
形
成
・

ま
ち
の
魅
力
の
向
上
・
伝
統
文
化

の
継
承
及
び
歴
史
的
施
設
の
保
全
・

観
光
の
振
興
・
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
等
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
又
は
ま
ち
の
活
性
化
に
資
す
る

と
認
め
ら
れ
る
ハ
ー
ド
事
業
）

▼
応
募
方
法

「
応
募
の
手
引
き
」
に
従
っ
て
、
申

請
書
類
等
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
応
募
の
手
引
き
」
は
、
市
民
協

働
課
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
市
役

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間

８
月
３
日
（
月
）
〜
８
月
31
日
（
月
）

▼
事
前
相
談

対
象
と
な
る
事
業
や
応
募
方
法
な

ど
、
フ
ァ
ン
ド
事
業
の
詳
細
は
市

民
協
働
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
お
越
し
の
際
に
は

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
市
民
協
働
推
進
グ

ル
ー
プ
（
内
線
４
８
９
）

住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

助 成 事 業 募 集

　10 月１日から市役所でパスポート（旅券）の申請・受け取り
ができるようになります。これに伴い、市内に住んでいる人は、
10 月１日以降、県内の各パスポートセンター（県・県南・県西）
や古河出張所窓口を利用ができなくなりますので、ご注意くだ
さい。

10月１日から市役所の窓口で
パスポート（旅券）の
申請・受取ができるようになります

▶パスポートの申請・受取窓口＝市役所本庁市民課
　※各支所・川島出張所での取扱はありません。

▶問い合わせ＝市民課（内線２９８）

▶
平
成
20
年
度
の
フ
ァ
ン
ド
事
業
に
よ
っ

て
『
時
の
蔵
』
に
ト
イ
レ
が
完
成
。
空
間

に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
好
評
で
す
。
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昌し
ょ
う
へ
い平
副
会
長
（
前
下
館
支
部
副
支

部
長
）、
中な

か
が
わ川
郁い

く
お夫
副
会
長
（
関
城

支
部
長
）、
島し

ま
だ田
順じ

ゅ
ん
い
ち一
副
会
長
（
明

野
支
部
長
）
を
選
出
。
ま
た
、
永
年

に
渡
り
、
自
治
会
長
と
し
て
自
治

会
活
動
に

尽
力
さ
れ
、

退
任
さ
れ

た
25
人
に

表
彰
状
と

記
念
品
が

贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

市
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

は
、
協
働
で
筑
西
市
「
市
民
く
ら

し
の
便
利
帳
」
を
発
行
す
る
に
あ

た
り
、
６
月
23
日
、
市
役
所
で
協

定
書
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
の
窓
口
業
務
や
施

設
の
利
用
案
内
な
ど
、
市
民
生
活

に
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
市
は
行
政
情
報
を
提
供
し
、

制
作
に
か
か
る
費
用
は
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
が
広

告
掲
載
料

な
ど
で
負

担
。
12
月

頃
に
全
戸

配
布
す
る

予
定
で
す
。

西
食
の
日
」
と
し
、
市
内
の
小
中

学
校
で
、
地
元
産
の
食
材
を
使
っ

た
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
、
榎え

の
き
ど戸
甲き

ね

お
子
夫
議
長

ら
が
関
城
中
学
校
を
訪
れ
、
生
徒

た
ち
と
と
も
に
、
筑
西
産
の
タ
マ

ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ト
マ
ト
を
使
っ
た
「
し
あ
わ
せ
カ

レ
ー
」
や
、
筑
西
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
、

キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
た
「
シ
ー
ザ
ー

サ
ラ
ダ
」
な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
（
ス
ピ
カ
６
階
）
で
、
平
成

21
年
度
筑
西
市
自
治
会
連
合
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
事
業

計
画
、
予
算
、
役
員
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

正
副
会
長
に
は
、
袖そ

で
や
ま山

信ま
さ
か
つ勝

会
長

（
前
副
会
長
・
協
和
支
部
長
）、
高た

か
し
ま島

市市 政政 ニニ ュュ ーー スス

　

小
菊
な
ど
の
出
荷
最
盛
期
を
迎

え
、Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
花
き
部
会
（
部

会
長
＝
西に

し
む
ら村
俊と

し

夫お

さ
ん
）
が
、
６

月
30
日
、
市
役
所
を
訪
れ
て
、
筑

西
市
産
の
花
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

花
き
部
会
で
は
、
県
内
３
位
の

出
荷
本
数
と
な
る
小
菊
を
は
じ
め
、

日
本
一
の
出
荷
量
を
誇
る
エ
ゾ
ア

ス
タ
ー
、
県
内
ト
ッ
プ
の
販
売
単

価
と
な
る
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど

約
40
種
類
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

独
自
に
開
発
し
た
、
従
来
よ
り
も

ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い
花
を
つ
け
る

プ
チ
シ
リ
ー
ズ
（
プ
チ
ヒ
マ
ワ
リ
、

プ
チ
ハ
ボ
タ
ン
、
プ
チ
ケ
イ
ト
ウ
）

も
人
気
。
県
内
で
は
珍
し
く
、
他

品
目
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
場
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
い
ば
ら
き
園
芸
振

興
賞
の
受
賞
式
が
５
月
27
日
、
水

戸
市
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば

東
部
レ
タ
ス
部
会
（
部
会
長
＝

板い
た
ば
し
か
つ
ひ
こ

橋
勝
彦
さ
ん
）
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
東
部
レ
タ
ス
部
会

は
、
平
成
19
年
か
ら
、
こ
だ
ま
ス

イ
カ
の
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
レ
タ

ス
栽
培
を
導
入
。
ス
イ
カ
と
ト
マ

ト
の
作
付
け
体
系
に
レ
タ
ス
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
収
益
性
の
高

い
施
設
野
菜
経
営
の
確
立
を
図
っ

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

板
橋
さ
ん
は
、「
こ
の
賞
を
励
み

に
、
一
層
努
力
し
、
信
頼
さ
れ
る

産
地
を
目
指
し
ま
す
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

食
の
大
切
さ
と
郷
土
へ
の
愛
着

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
は

６
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
を
「
筑

地
元
で
と
れ
た
食
材
で

「
筑
西
食
の
日
」

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
花
き
部
会

が
筑
西
産
の
花
を
Ｐ
Ｒ

Ｊ
Ａ
東
部
レ
タ
ス
部
会
が

い
ば
ら
き
園
芸
振
興
賞
優
秀
賞

平
成
21
年
度
筑
西
市
自
治

会
連
合
会
総
会
を
開
催

「
市
民
く
ら
し
の
便
利
帳
」

を
協
働
発
行
し
ま
す

▲小菊やひまわりなど筑西産の花を、吉澤市長にＰＲす
るＪＡ北つくば花き部会のみなさん
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